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＜連絡事項＞

・医療事故対策委員会より「針刺し事故防止」「リキャップ防止」に向けて活動を行い、今後各部署においての勉強会を企画しています。それに伴い、アンケート調査協力の依頼がきています。東病棟の締め切りは11月3日AM。各自記入行ってください。

・治療プログラムのサポートメンバーが調整追加されています。各自確認してください。

＜患者様連絡事項＞

・玉井　悠策　様～右下肢の掻痒感訴え有、六一０ハップでの清拭・ＢＢオイラックス軟膏塗布行っています。経過観察行ってください。明日皮膚科診察してください。

・棟方　直弘　様～本日15時から１１月１日１４時まで外泊となります。帰院後、１５時～退院に向けての面談となる為、施設職員へはお待ち頂く様伝えて下さい。

・荒屋敷　チエ様～１１月２日（金）１０時から、弟様希望にて面談予定となっています。

・田村　喜七　様～両下肢の浮腫・発赤強く、１１月１日皮膚科診察となります。北病棟診察前にＤｒに来て頂く事としています。

・杉澤　恵子　様～主治医診察にて１０時・１５時の間食が８０kcalまで許可となっています。買い物担当スタッフは購入時に確認行ってください。

＜措置入院患者様検討＞

・安達　貴浩　様～他患者様の食事を要求したり、若い女性患者様に暴言を吐く事あり、注意要しています。目立ったトラブルは無いものの、要求が通らない時はイライラを抑えられず物にあたる事あり、注意して観察していきましょう。また、嗜好品購入時にはスタッフを変えて、繰り返して確認しています。体重の増加も見られており、間食は控えるよう統一した対応をしていきましょう。

・佐々木　尚子様～他患者様に悪口を言われていると被害的な発言聞かれています。トラブルに注意して見守りを行って行きましょう。

体重コントロール（現在３５㎏変動なし）を行っています。嘔吐・盗食・食事接種状況の確認を行って下さい。昨日、牛乳禁にも関わらず、牛乳を取っていたと日清より情報あり、誘導スタッフは注意して見守りを行って下さい。また、御家族より年金暮らしの為、負担が多きいとの事で、必要以上の差し入れが無いよう、面会時に介入行って下さい。

＜アルコール勉強会：藤原英＞

・アルコールの患者様が入院されたとき何を持ってくるか？


入院治療計画書（外来で署名捺印）

次がパスシート　※初期介入時に大きなポイントになる

　　　　　※初期介入がきちんと行えないとその後の治療が上手く行えない。

　　・パスシートを利用したスタッフの初期介入方法

　　　　①シートの利用条件

　　　　　　アルコール依存症者の全員が、プログラムを実施するわけではありません。主治医からアルコール依存症治療プログラム導入の指示があった場合のみこのシートを利用します。

　　　　②初めの１週間の関わりが肝心

　　　　　　アルコール依存症治療プログラムを始められるよう、治療環境を整えていく期間です。関わりとしては、酒が抜けて身体が回復していく過程を、患者様が実感できるよう、フィードバックしていきます。

　　　　③離脱症状にどう関わるか

　　　　　　アルコールを身体から抜いた後の離脱症状は、身体的なものだけではありません。イライラや気分の不安定さも、離脱症状のひとつです。この時期の状態を知っていて、フィードバックできるのは入院初期に関わったスタッフだけです。離脱症状についてどの様な症状があるのか、それをどう感じているのか話し合っていきます。自分の苦しみについて話せる関係を作ることは回復に向けての第一歩となります。

　　　　④アセスメントを行ってからプログラムの導入へ

　　　　　　この期間にコ・メディカルグループは検査や面接を行い、患者様の能力についてアセスメントをします。これを元に治療プログラムの方向性を決めていきます。

　　　　※プログラムを円滑に導入するためにパスシート作成は看護スタッフと各職種の協力が必要です。

　　・パスシート作成目的

　　　　①主治医から指示がでていることを、確実に計画し実施していく目的。

　　　　②患者様にこれからの治療についての計画を、わかりやすく伝える目的。

以上の２点をふまえ、パスシートを治療的に関わるツールとして利用します。入院初期の段階で、患者様と治療者の信頼関係を作ることは、患者様にも治療を受ける当事者としての意識を、しっかりと持って頂くことに繋がります。













